
普及活動情勢報告（令和２年１０月分）

幡多農業振興センター農業改良普及課

保育園児は上手に植えられたかな？ ・・・宿毛４Ｈクラブジャガイモ定植・・・

9 月 15 日、宿毛４Ｈクラブが、宿毛市二ノ宮のほ場で、二ノ宮

保育園の園児 22 名を招待し、ジャガイモの定植を行いました。

４Ｈクラブ員が講師となり、植え穴の堀り方や土の被せ方、定植

時の注意点などを丁寧に教えながら一緒に定植をしました。12 月上

旬には、再度園児を招待して収穫作業を行う予定です。

農業改良普及課では、食育を通して子供たちが農業を学ぶ場を作

るように、地域の若手農業者の活動を支援していきます。

組織間連携で農地を守ろう！ ・・・四万十市集落営農組織連携協議会・・・

9 月 25 日、四万十市役所で四万十市集落営農組織連携協議会を

開催しました。4 集落営農組織の 7 名と関係機関の 5 名が参加し、

集落営農組織が連携して将来の農地を守って行くための取り組

みを検討しました。

農業改良普及課が、各組織の課題抽出や組織が連携すること

で取り組めることの検討を支援し、組織からは、機械や資材の

共同購入、複数の組織での共同雇用といった意見が挙がりまし

た。

今後は、組織間連携の具体的な取組内容の検討を継続してい

きます。

効果的な防除を目指して！ ・・・農業基礎講座（実践編）・・・

9 月 29 日、四万十市のあぐりっこ研修センターで、農業基礎講座

（実践編）「病害虫防除と薬剤の調製」を開催し、研修生・新規就

農者 6 名が参加しました。

普及指導員による講義の後、研修センターのハウスを借りて（水

を使った）防除の実演と参加者による実践を行いました。参加者か

らは、「実際に防除のポイントをアドバイスしてもらえて良かった」

などの声が聞かれました。

今後も農業改良普及課では、研修生等の知識・技術の習得に向け

て支援していきます。



お米で地域を盛り上げたい！ ・・・具同小学校5年生の水稲収穫体験・・・

10 月 2 日、四万十市入田の 14a の水田で、具同小学校の 5

年生 68 名が参加し、6 月に田植えした水稲の稲刈り体験を行

いました。

普及指導員から稲の刈り取り方法の指導を受けた生徒達は、

慣れない手つきで鎌を扱い稲を刈り取りました。収穫したお

米は精米し、販売の実習も行う予定です。

農業改良普及課では今後も、体験学習の支援を行い、食農

教育に取り組んでいきます。

土佐文旦の食味品質早期向上のために！ ・・・ＪＡ宿毛支所文旦研究部会役員会・・・

10 月 9 日、ＪＡ高知県宿毛支所みかん共選場で、ＪＡ宿毛支

所文旦研究部会の若い後継世代の役員５名に対して、食味品質

早期向上化技術について講習会を開催しました。

その中で、高温予措による減酸促進の実証と、低樹高化によ

る果実品質の向上について提案し、参加者から「高温予措によ

る酸度の変化に強い興味を持った」、「低樹高化の重要性が理

解できた、手順をマニュアル化して欲しい」など前向きな意見

が出されました。

農業改良普及課では今後、減酸促進の実証試験と低樹高化の

マニュアル作成について取り組みを進めます。

環境制御で収量を上げていこう！ ・・・あぐりっこ研修センター定例会・・・

10 月 13 日、四万十市のあぐりっこ研修センターで、職員 1

名と関係機関 4 名による定例会を行い、トマトの栽培管理や GAP

の取組について検討しました。

農業改良普及課からは、トマトの生育状況に応じた環境制御技術

について説明し、収量アップに向けて草勢の判断基準マニュアルを

作成することになりました。また、GAPについては、職員から、「ガ

イドラインに沿って、研修施設に合った基準書を作成して取り組み

たい」と積極的な意見が聞かれました。

今後も農業改良普及課は、環境制御技術を活用したトマト栽培の

技術力アップやGAPの取組を支援しています。


